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【研究テーマ名】先端的歯科医療教育コースに関する研究

【実施した分野】主分野：歯学教育開発学分野、副分野：教育メディア開発学分野、学

内の共同研究分野：統合国際機構、高齢者歯科学分野、歯周病学分野、う蝕制御学分野、

摂食機能保存学分野等

【研究内容】東京医科歯科大学（大学院）は日本で一番海外より大学院生（博士課程）

を受け入れている。大学院生は研究に従事するが、4 年を通して日本の歯科臨床・情報・

知識・技術・材料等を学ぶ機会提供は院生の歯科医学知識のアップデートのみならず、

日本の歯科医療を世界に発信する意味でも大変重要である。本研究で検討した先端的歯

科医療教育コースは本学（日本）初の全大学院生を対象にした臨床教育コースの取り組

みでる。
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【研究テーマ名】南極越冬隊員を対象とした遠隔歯科医療・健康管理システムの構築

【実施した分野】主分野：健康推進歯学、歯学教育開発学、総合診療歯科学・歯科総合

診療部、教育メディア開発学、歯学教育システム評価学、摂食機能保存学、スポーツ医

歯学等

【研究内容】南極越冬隊員に対する健康管理システム構築の研究成果を、国内外の歯科

過疎地域における健康管理システム構築に援用し、人々の口腔保健の維持・向上に貢献

するための歯科医療支援・健康管理システムの構築を目指す。
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